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ひぐちん通信 
日口鋼管株式会社 〒547-0001 大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2016 年 2 月号（vol.23） 

◆タバコ手当を導入しました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。日口鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第２３号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、私どもは今年から“タバコ手当”を導入いたしました。これは、タバコを吸わ

ない人には、半期ごとのボーナスで３万円、１年で都合６万円の支給があるという 

ものです。 

以前、ひぐちん通信２０号で書かせていただきました「滋賀ダイハツ販売さんへの

企業視察」の際、このヒントをいただきました。社長が社員の健康に気を配らなあか

んということで、ボーナスに手当を加えたというお話を聞いたのです。 

私自身、ちょうどその頃、自社の給与形態について、うちは業界平均くらいあるの

かいろいろ考えていた時期でもありました。また、最近は、世の中は賃上げの風潮

にあり、もちろん、その原資が捻出できないことには不可能なのですが・・・、自社も

ベースアップができないかという気持ちになっていました。 

そのタイミングで滋賀ダイハツ販売さんから得たヒント、これができれば社員の 

所得をアップしながら、社員が健康にもなってと一石二鳥だと思い、タバコ手当を 

導入することにいたしました。（※金額は滋賀ダイハツ販売さんとは違います） 

現在、タバコを吸っている社員は、１日１箱で４００円×３６５日＝１４万６千円、  

１日２箱の人は、年間２９万２千円の出費があると思いますので、タバコをやめれば

６万円が加算されて、年間で約２０万円～３５万円のお金が浮いてくるわけです。 

これは決して少ないお金ではないと思います。社員の健康が改善される上に、実質

ベースアップにも繋がります（笑）。 

年末、現状タバコを吸っている人が何人か調べたところ、全社員５０人中２４人が 

喫煙者でした。そして、今年から半期ごとに３万円支給のタバコ 

手当を導入しますと伝えたところ、喫煙者２４人中なんと１３人も 

禁煙しますと申し出てくれました（笑）。これからどんどん健康な 

社員が増えたらいいなぁと思っています！ 



 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）樋口浩邦（ひぐちひろくに）    EEEE メールメールメールメール：：：：hirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.comhirokunister@gmail.com    

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆そこか情報◆ 

（そ­即納・こ­小口対応・か­加工）当社の改善の取り組みをご紹介します。 

①作業効率を上げるため、製品棚の色

を塗り直し、製品棚①～⑳の表示を貼り

付けました。 

◆発行者コラム◆ 

以前、ひぐちん通信２１号のときに、こちらのコーナーで「板パレットを（もし使われ

ていないものがありましたら）私どもで回収させていただきたいと思っています」と、

書かせていただきましたが、さっそく「板パレ回収しに来てほしい！」という嬉しい 

お電話を複数のお客様からいただいています（笑）。引き続き、お客様のところで、 

ご使用にならない板パレットがありましたら、私どもでどんどん回収させていただき 

ますので、お電話いただけましたらありがたいです。樋口 

④本社裏増床部分に原管用ラックを

新設しました。 

②事務所前の

製品棚を整理

し、事務用品と

製品の置き場

を明確に区切

りました。 

③ 本 社 に

角パイプ切

断用プレス

機を新設し

ました。 


